公益社団法人全国調理職業訓練協会会費規程

（目的）
第１条　この規程は、定款第８条に定める正会員又は賛助会員が支払う入会金及び会費に関する必要事項を定め、それによって公益社団法人全国調理職業訓練協会の事業活動で生じる費用に充てるための収入を安定的に確保することを目的とする。
（入会金）

第２条　正会員の入会金は、１５０，０００円とする。
２　賛助会員の入会金は、納めることを要しない。
（会費）

第３条　正会員の会費は、年額１００，０００円とする。
２　賛助会員の会費は、１口１０，０００円とし、３口以上を納めるものとする。

（臨時会費）

第４条　臨時に資金を必要とするときは、臨時会費を徴収することができる。
（入会金及び会費の納入）

第５条　会費の納入は年１回とし、毎年度７月末日までに前納しなければならない。ただし、新規会員は、入会時に入会金及び会費を納入するものとする。
（資格喪失に伴う正会員等の会費納入義務等）

第６条　正会員又は賛助会員が納入した入会金及び当該事業年度において納入した会費については定款第１１条第３項の規定により返還しない。また、未納会費がある場合は、これを納入しなければならない。
（規程の改廃）

第７条　この規程の改廃は、総会の決議を経て行うものとする。
　附則
この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整備法」という。）第１０６条第１項に定める公益社団法人の設立の登記の日から施行する。
